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研究成果の概要（和文）：意識と無意識がぶつかり合う過程として知覚的アウェアネスをとらえ、乳児における
実験パラダイムの検討を行った。具体的にはいわゆる顔刺激を用いて、短い時間で複数の画像が呈示される中
で、顕在性が高い刺激を捉えることができることを乳児でも示し、この時間特性ならびに認知の特性を検討する
ことで、５か月以降に生じる恒常性の仕組みを解明することに成功した。また、より基礎的な視覚メカニズムと
して、皮質に存在する局所運動検出器の特性を検討し、これも５か月以降に発達する抑制メカニズムが重要であ
ることを明らかにした。これらの成果により、乳児における動きや面などの恒常性を作り出す仕組みが一定程度
解明された。

研究成果の概要（英文）：We investigated infants’ perceptual awareness using basic infants’ vision 
experiments.  In one study we investigated infants' ability to detect and identify a face in a rapid
 serial visual presentation. Results suggest that the temporal speed of face processing at 7 and 8 
months of age would be comparable to that of adults. In second study, we investigated surround 
suppression in infants. Infants at 7 to 8 months of age showed higher sensitivity for a small motion
 stimulus than for a large one. However, infants under 6 months showed the opposite result; motion 
sensitivity was higher for a large stimulus. These results suggest that the suppressive surround 
regions beyond classical receptive fields develop in the second half of the first year. Our findings
 suggest that the summation area for motion is broad with no surround suppression in early infancy 
and that it narrows and acquires suppressive surround regions in the first year of life.

研究分野： 実験心理学

キーワード： 乳児　知覚　質感
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、乳児の意識的な知覚過程を明らかにした点である。特に、3か月以下のより幼い乳児において、運
動視のメカニズムが異なっていることを明らかにした研究（Nakashima et al.,2019）は、幼い乳児の知覚シス
テムが、むしろ、老人の知覚システムと同様であることを示唆しており、社会的なインパクトも大きく、
Current Biology内においてもイラスト入りのわかりやすい補足記事が掲載され一定の社会的なインパクトをも
ったと評価できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
我々は視野の様々な物に気がつく。例えば動いている物が視野にあればそれに気がつくし、

明るく輝くものがあればそちらに目が向く。しかしながら、視野に存在し目に映るすべてのも
のが「見えている」わけではない。例えば動いている物の表面の影や光源の位置、さらには背
景にあるものや目立たないものは網膜上には存在するにも関わらず意識されないこともある。 
 例えば光沢感のある金属の写真を用意し、その表面の映り込みのみが微妙に異なる画像を 2
枚創ってみる。すると、この 2 枚の画像ある金属の表面の光沢感などその質感は容易に知覚で
きる一方、網膜像としては大きな差分である映り込みパターンの違い（lightfield の違い）には
気が付きにくい（Ferwada, et al., 2008）。これは面の性質が知覚的に気づきやすい情報である
のに対し、lightfield の違いといった情報は知覚的に意識されにくいレベルで処理されているこ
とを意味している。 
 では、こうした知覚的なアウェアネスはいつ頃どのように獲得されるのだろうか。この問い
に答えるべく我々は、同じ物体ではあるが、(a)ハイライトなどの映り込みがあり物体に光沢感
を感じることができる画像、(b)ハイライトの位置が微妙に異なってはいるものの同じく物体に
光沢感を感じることができる画像、(c)ハイライトがなく物体に光沢感を感じられない画像、の
3 枚を用意し、その区別を乳児に対して実行した。その結果 3 ヶ月児は、(a)と(b)を区別できる
にも関わらず、(a)と(c)の区別については、成人の直感に反し、むしろ難しいということが明ら
かとなった（Yang, Kanazawa, Yamaguchi & Motoyoshi, Current Biology,2015）。 
我々はこれまで、面の質感だけでなく、動き、形、色、影、立体、面の補完、といった乳児

の知覚発達上の鍵となる能力について長年にわたり検討を行ってきた。その結果、多くの能力
がいずれもおおよそ生後 5 カ月以降に獲得されることを明らかにしてきた。こうした発達は、
5 カ月以降に成立する色、大きさ、形に関する「恒常性」に関わっていると考えられる。 
変化し続ける網膜像を越えて、安定した知覚世界を得るためには、変化する低次の情報を無視

し、変化しないより高次な情報を意識できなければならない。この獲得こそが「知覚的アウェ
アネス」の獲得であると我々は考えている。成人はこの「変化し続ける」情報を常に無視する
よう、知覚が構造化されている。従って、先に示した映り込みの違いのように、物体の面の知
覚に関連しない情報には気がつきにくいと解釈できる。一方、この能力獲得以前の乳児は、む
しろ成人にとって気がつくのが難しい違いに、逆に気がつくものと思われる。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、知覚的アウェアネス（気づきやすさ）の発生過程を、乳児の視知覚の実験

を通じて明らかにすることにある。具体的には、選好注視法を用いて乳児の知覚発達を検討し、
アウェアネス獲得以前の乳児の知覚世界が大人と全く異なるものであることを示すものとして
計画された。大人にとって認知が難しい視覚刺激がより幼い乳児にはむしろ容易に判断できる
ことを、選好注視法を用いて示していくことで、逆に知覚的アウェアネスの成立以前と以後の
知覚世界を浮かびあがらせる。本計画では、この成立時期を、生後 5 カ月以降に生じる面、明
るさ、色、動き、奥行などに関する「恒常性」維持の仕組みであるととらえ、現在我々のグル
ープが取り組んでいる選好注視法をベースとした刺激呈示法などを用いて知覚的アウェアネス
の発達過程を解明することをこと目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
乳児の注視時間を計測する行動実験を用いて、その知覚的弁別を検討していく方法を用いた。

ここでは、いずれの場合も、新規選好を用いたいわゆる馴化法を使った２つの実験に関する手
続きを紹介する。1 つ目は、周辺抑制の発達を検討した運動視の実験について説明する。この
実験では、右もしくは左に動く縞パターンに乳児を馴化させた後、馴化刺激と同じ方向に動く
パターンと異なる方向に運動するパターンを左右に対呈示し、新規刺激である「異なる方向へ
の運動パターン」への注視時間を測定することで、運動刺激への感度を測定した(Nakashima et 
al., 2019)。実験では、周辺抑制が生じる大きなパターンと、周辺抑制が生じない小さなパタ
ーンを用意し、この２つのパターンに対する感度を比較検討した。 
 もう１つの実験は、いわゆる RSVP（高速逐次視覚呈示）法を乳児に導入すべく独自に開発し
た馴化法を用いた実験手続きを使用した（Tsurumi, et al.,2019）。具体的には、高速で逐次的
に呈示される自然画像の中に、顔画像を挟み込むことで、この顔画像が認知されているか否か
を馴化法により検討した。顔画像を複数枚準備することや顔画像を倒立させ呈示するなど、様々
な刺激呈示条件を準備することで、乳児における知覚的なアウェアネスを検討した。 
 
 
４．研究成果 
 



意識的処理と無意識的処理がぶつかり合う過程としてこの知覚的アウェアネスをとらえ、乳
児におけるこの過程を捉える実験パラダイムの検討を行った。具体的にはいわゆる顔刺激を用
いて、短い時間で複数の画像が呈示される中で、顕在性が高い刺激を捉えることができること
を乳児でも示し、この時間特性ならびに認知の特性を検討することで、５か月以降に生じる恒
常性の仕組みを解明することに成功した。また、これらの知覚的アウェアネスを支えるより基
礎的な視覚メカニズムとして、皮質に存在する局所運動検出器の特性を検討し、これも５か月
以降に発達する抑制メカニズムが重要であることを明らかにした。また、恒常性を作り出す複
数の感覚モダリティの統合過程についても、その発達を明らかにした。これらの成果により、
乳児における動きや面などの恒常性を作り出す仕組みが一定程度解明された。 
 以上の実験的検討により、（１）乳児の知覚的アウェアネスが生後 5か月以降に発達してくる
こと、（２）生後 3ヶ月頃の乳児の知覚世界は、恒常性以前の段階であること、（３）その結果、
生後 3ヶ月頃の乳児には、恒常性が知覚されている成人には知覚できないようなものが見えて
いること、などのことが明らかとなった。これらの成果は、我々成人の知覚を成立させている
要素が何であるのかを示唆しており、この基礎的な要因が発達的にどのように構成されていく
かを明らかにしているものといえる。 
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